










平成 23年度　大学美術教育学会　決算
費目 平成 23 年度予算 平成 23 年度決算 増減 備考

前年度繰越 1,521,286 1,521,286 0
年会費 会費収入 3,350,000 2,750,000 -600,000
掲載負担金 学会誌掲載負担金 1,500,000 1,830,000 330,000
その他収入 雑収入 0 12,000 12,000

収入合計 6,371,286 6,113,286
補助金 研究大会補助金 300,000 300,000 0
印刷製本費 大会概要集刊行費 200,000 200,000 0

学会誌刊行費 2,200,000 2,350,000 150,000
学会会報刊行費 90,000 137,300 47,300
学会通信刊行費 50,000 0 -50,000
会員名簿刊行費 250,000 178,500 -71,500
封筒その他印刷費 40,000 51,450 11,450
大会案内印刷費 50,000 0 -50,000

運営費 理事会費 300,000 392,840 92,840
学会誌委員会費 120,000 140,020 20,020
その他委員会費 100,000 38,300 -61,700
会議費 50,000 62,400 12,400
交通費 450,000 0 -450,000

事務経費 通信費 10,000 10,000 0
郵送費 370,000 274,740 -95,260
事務費 30,000 5,600 -24,400
支払手数料 5,000 2,100 -2,900
雑費 30,000 0 -30,000

予備費 予備費 1,226,286 0 -1,226,286
委託費 事務部業務委託費 500,000 455,000 -45,000

次年度繰越 1,515,036
合計 6,371,286 6,113,286

平成 24年度　大学美術教育学会　予算（案）
費目 平成 23 年度予算 平成 24 年度予算 増減 備考

前年度繰越 1,521,286 1,515,036 -6,250 *
年会費 会費収入 3,350,000 3,250,000 -100,000
年会費 未納会費 0 500,000 500,000
掲載負担金 学会誌掲載負担金 1,500,000 1,800,000 0

収入合計 6,371,286 7,065,036 693,750
補助金 研究大会補助金 300,000 300,000 0
印刷製本費 大会概要集刊行費 200,000 200,000 0

学会誌刊行費 2,200,000 2,500,000 300,000
学会会報刊行費 90,000 0 -90,000 廃止
学会通信刊行費 50,000 0 -50,000 廃止
学会会報通信刊行費 0 200,000 200,000 新規
会員名簿刊行費 250,000 0 -250,000
封筒その他印刷費 40,000 40,000 0
大会案内印刷費 50,000 0 -50,000 廃止

運営費 理事会費 300,000 0 -300,000 廃止
その他委員会費 100,000 0 -100,000 廃止
運営委員会費 0 250,000 250,000 新規
学会誌委員会費 120,000 150,000 30,000
国際交流委員会費 0 150,000 150,000 新規
拡大理事会費 0 300,000 300,000 新規
交通費 450,000 0 -450,000 廃止
会議費 50,000 100,000 50,000

事務経費 通信費 10,000 10,000 0
郵送費 370,000 500,000 130,000
事務費 30,000 10,000 -20,000
支払手数料 5,000 10,000 5,000
サーバー使用料 0 30,000 30,000 新規
雑費 30,000 30,000 0

予備費 予備費 1,226,286 1,555,036 328,750
委託費 HP 製作費 0 100,000 100,000 新規

HP 管理費 0 60,000 60,000 新規
事務部業務委託費 500,000 550,000 50,000
合計 6,371,286 7,065,036
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第 51 回　大学美術教育学会大分大会　大会日程
（平成 24年度　日本教育大学協会全国美術部門協議会・総会）

１. 日時：2012 年 10 月 19 日 ( 金 ) 大会前日諸会議、20 日 ( 土 )・21 日 ( 日 ) 全国大会及び総
会ほか

２. 会場：大分大学　教育福祉科学部棟　〒 870-1192 大分県大分市大字旦野原 700 番地
	 http://www.oita-u.ac.jp
３. 参加費：学会員・一般参加者　5,000 円、大学院生 3,000 円（現職院生は 5,000 円）、学生・

留学生 1,500 円
４. 会場アクセス：JR 利用　大分駅―JR 豊肥本線―大分大学前駅―徒歩―大分大学（20 分）
	 大分バス利用　「大分駅前」もしくは「トキハデパート前 1 番のりば」から、
	 「大南団地・高江ニュータウン」「大分大学」行―「大分大学正門」、または「大分大学（構内）」下車（30 分）
	 「戸次」「臼杵」「竹田」「佐伯」行き―「大分大学入口」下車（30 分）
5. 大会ブログ：http://oitaart.blogspot.jp/
6. 問い合わせ：冨田礼志　大分大学　TEL/FAX 097-554-7597、携帯 090-5288-2106、tomita@oita-u.ac.jp

＜大会日程等＞
【大会前日の諸会議】　2012 年 10 月 19 日（金）　各委員会、役員会　教育福祉科学部棟 1F【会場は当日掲示】　

13:30-14:00 拡大総務局会議【正副理事長 ･ 正副代表 ･ 総務局員 ･ 事務部員】

14:00-14:50

全造連大学委員会【部門】

※全国大学造形美術教育連絡協議会

  （年１回の美術部門全造連大学委員と全美協の懇談会）

第１会議室

14:50-15:50

※審議延長は

17:50 まで可

国際交流委員会【学会】 第２会議室
学会誌委員会【学会】 地域交流室
附属学校委員会【部門】 改革推進室
特別課題検討委員会【部門】 201 号教室

（全美協　役員会）【私学】 201 号教室
15:40-15:50 拡大理事会受付【学会・部門共通】 第１会議室入口
15:50-17:00 拡大理事会【学会＋部門（共通審議事項を含む）】 第１会議室
17:00-17:50 美術部門協議役員会【部門】 第１会議室

【大分大会第１日】2012 年 10 月 20 日（土）（教育福祉科学部棟）
09:30- 部門受付 教育福祉科学部棟正面玄関

10:00-11:00 部門総会、協議会　　全美協総会 100 号教室、201 号教室
大学美術教育学会受付 教育福祉科学部棟正面玄関

11:00-11:25 第 51 回大学美術教育学会全国大会開会式 100 号教室
11:30-11:57 口頭発表 203 号 ,204 号 ,303 号 ,304 号教室
12:00-13:00 昼休み　※学食、生協、コンビニをご利用下さい。 200 号教室開放
13:00-15:37 口頭発表　（14:00 〜 14:10　休憩）　 203 号 ,204 号 ,303 号 ,304 号教室
16:00-17:30 シンポジウム ｢地域から発信するアート」 100 号教室
17:30-19:00 懇親会場へ移動　送迎バスあり
19:00-21:00 懇親会 レンブラントホテル大分

【大分大会第 2日】2012 年 10 月 21 日（日）（教育福祉科学部棟）
09:30- 受付 教育福祉科学部棟正面玄関
10:00-11:57 口頭発表 202 号 ,203 号 ,204 号 ,303 号 ,304 号教室
12:00-13:00 昼休み　※学食、コンビニ（学外）をご利用下さい。 200 号教室開放
13:00-13:25 ポスター発表 100 号教室
13:30-14:57 口頭発表 203 号 ,204 号 ,303 号 ,304 号教室
15:10-15:40 大学美術教育学会総会 100 号教室
15:50- 引き継ぎ（大会運営理事　H24 大分大学・H25 京都教育大学）100 号教室

※大会期間中、別府市で「別府現代芸術フェスティバル 2012『混浴温泉世界』」が開催中です（10月 6日〜 12月 2日）。
本大会の一環として「混浴温泉世界」実行委員会との共催によるエクスカーション（大会シンポジウムのパネリスト・
山出淳也氏の案内による徒歩見学会）を 21日夜に実施します。詳細は、大会ブログでお知らせします。



■口頭発表　　教育福祉科学部棟　口頭発表 20分、質疑応答 7分、移動 3分
（注意）１. 発表の準備は、２階２００号 教室にて行ってください。

	 ２. 研究発表の進行は次の通りです。一鈴（15 分経過）、二鈴（20 分経過）、質疑応答（７分）
	 ３. 発表に使用するＰＣは各自持ち込んでください。　Mac はＶＧＡ変換アダプターが必要です。

第 1 会場　202 教室 第 2 会場　203 教室
（造形の考察）

第 3 会場　204教室
（特別課題）

第 4 会場　303 教室
（産学・官学連携）

第 5 会場　304 教室
（教員養成 -1）

11:30-
11:57

①

造形行為の生成過程の記
述可能性について

松本健義（上越教育大学）

平成24年度特別課題検討
委員会報告

高須賀昌志（埼玉大学）
石井壽郎（東京学芸大学）

産学・官学連携におけるコ
ンテンツデザイン提案か
らの学び

畑中朋子（拓殖大学）

保育士・幼稚園教諭を目
指す大学生のための授業
の試みについて

森高光広（植草学園大学）
12:00-
13:00

昼休み

（地域と教材） （鑑賞教育 -1）
13:00-
13:27

②

鉄の造形思考

阿部　守（福岡教育大学）

大分県における鑑賞教育
の実践研究—校種を超え
て参加する授業検証会の
意義について—

木村典之（大分県企画振
興部県立美術館推進局）

鑑賞教育における「美的
特性感受法」の意義と効
果～題材「作品のまなざ
しを捉えよう」〜を事例
として」

立原慶一（宮城教育大学）

教員養成大学・学部の絵
画教育における省察的
実践についての研究Ⅱ

小澤基弘（埼玉大学）
八桁 健（埼玉大学大学院）

13:30-
13:57

③

紙による立体造形の可能

性についての研究

山村朱加（福岡教育大学

大学院）

図画工作科における地域

性を視野に入れた教材化

蝦名敦子（弘前大学）

論理的思考を目的とする

鑑賞教育の構造の研究

菖蒲澤　侑（東京学芸大

学大学院連合）

実践的な教育力養成のた

めの研修システムの構築

降籏　孝（山形大学）

14:00-
14:10

休　憩

（子どもの造形） （工作・工芸） （全国学生会議） （表現する場）
14:10-
14:37

④

子どもの絵の分析－第一
次分析としての分割分析
の効果－

村田利裕（京都教育大学）

手を働かせる活動を重視
した図画工作科指導をめ
ざして

梅山仁美（大阪市立大隅
西小学校）

【全国学生会議】

テーマ
「私たちは大学で美術教育
の何を学んでいるのか」

協同的な学び論の検討Ⅱ
―学習指導要領「共同製
作」の歴史的変遷から―

手塚千尋（兵庫教育大学
大学院）

14:40-
15:07

⑤

子どもはなぜ複数の太陽
をえがくのか

高田定明（大阪青山短期
大学）

現代における工作・工芸
の教育的意義ー日英の比
較教育研究から

佐藤真帆(長岡造形大学）

小学校教諭と大学とが協同
する造形表現活動の実践

川原﨑知洋（静岡大学）

15:10-
15:37

⑥

どもの計画で始まる造形
遊び実践― ４歳から10歳
による異年齢活動に着目
して ―

永渕泰一郎（畿央大学）

工作・工芸教育における
小刀の取り扱いに関する
考察Ⅱ

福井一真（愛媛大学）

子どもの学びの場として
の「ものつくりの場」に関
する研究

吉川暢子（筑紫女学園大
学短期大学部）

15:40-
16:00

休　憩

16:00-
17:30

　●シンポジウム ｢地域から発信するアート」
　パネリスト：山出淳也氏（BEPPU PROJECT 代表理事、「混浴温泉世界 2012」総合プロデューサー）

	 加藤康彦氏（大分県企画振興部県立美術館推進局主幹）

	 山木朝彦氏（鳴門教育大学教授）

100 号教室

17:30
以降

送迎バスにて懇親会場へ移動してください。 大分大学→レンブラントホテル大分

19:00-

21:00
懇親会　（事前にお申込いただけますようご協力お願いします）参加費：5,000 円  レンブラントホテル大分

097-545-1040

大会ブログ：http://oitaart.blogspot.jp/



■口頭発表　　教育福祉科学部棟　口頭発表 20分、質疑応答 7分、移動 3分
（注意）１. 発表の準備は、２F ２００号 教室にて行ってください。

	 ２. 研究発表の進行は次の通りです。一鈴（15 分経過）、二鈴（20 分経過）、質疑応答（７分）
	 ３. 発表に使用するＰＣは各自持ち込んでください。　Mac はＶＧＡ変換アダプターが必要です。

第 1会場　202 教室
（美術史）

第 2会場　203 教室
（教員養成 -2）

第 3会場　204教室
（美術科教育）

第 4会場　303 教室
（教材開発）

第 5会場　304 教室
（海外と日本）

10:00-
10:27

⑦

福永晴帆研究－客観的評
価の確立と教育学研究へ
の展開－

松久公嗣（福岡教育大学）

学生と教員の協働的な学
びの場を創出する「低学
年図画工作」の授業構造
－出前授業型プロジェク
トの実践と検証－

濱口由美（福井大学）

美術科学習における目標
設定と動機付けについ
て—自己調整学習におけ
る研究と実践からからの
分析

春野修二（福岡教育大学
附属小倉中学校）

デジタル技術を活用した
色彩構成教育の試みにつ
いて II〜空間展開と共同
制作の可能性及びその教
育効果について〜

町田由徳（岡崎女子短期
大学）

ユネスコを中心とした芸
術教育を巡る国際的動向
について

福本謹一（兵庫教育大学）

10:30-
10:57

⑧

直筆覚書にみる福永晴帆
の人物像とその背景

青木朋子（福岡教育大学
大学院）

「平面授業構成研究」につ
いて－島根大学教育学部
における「教科内容構成
研究」の取り組みをもと
に－

新井知生（島根大学）

中学校美術科における検
討課題：教科経営の視点
から

花輪大輔（北海道教育大学
札幌校）

美術科教材としての「写
真」に関する一考察　映
像メディアとこれまでの
美術教育とをつなぐ役割
として

西園政史（兵庫教育大学
大学院）

スペインの初等美術教育
の研究

藤井康子（大分大学）

11:00-
11:27

⑨

高木背水再考

伊勢田理沙（佐賀大学大
学院）

図画工作科の授業研究シ
ステムの成果と課題
—公立小学校における事
例分析を中心に−

隅　敦（富山大学）

イメージ力を育てる教材
研究　美術と算数科の連
携について

沖谷真由子（金沢大学大
学院）

祈る身体　パフォーマン
スアートによる表現の研
究　My body with prayer

小笠原　萌（福岡教育大学
大学院）

デジタル美術教科書利活
用にむけた現状と課題1・
韓国編

Kim Jeonghyo（韓国教育
課程評価院）
安東恭一郎（香川大学）

11:30-
11:57

⑩

メキシコ・タスコにおけ
る現地調査による「北川
民次」研究の再検討

天形　健（福島大学）
新関伸也（滋賀大学）

実技教育支援コーディ
ネーターの養成と配置効
果の科学的検証

加藤隆之（福岡教育大学）
松久公嗣（福岡教育大学）

造形ワークショップにお
ける「楽しい」の一考察

吉本美晴（上越教育大学
大学院）

病院内学級での造形活動
における教具（補助具）の
試作Ⅰ

高橋智子（静岡大学）

デジタル美術教科書利活
用にむけた現状と課題2・
日本編

安東恭一郎（香川大学）
Kim Jeonghyo（韓国教育
課程評価院）

12:00-
13:00

昼休み

13:00-
13:25

ポスター発表　100号教室

（幼児教育） （学校での活動） （鑑賞教育 -2） （自然と素材）
13:30-
13:57

⑪

造形の授業を通した造形
表現活動に対する保育系
学生の意識の変化− 自己
認識と感情曲線による分
析 −

畠山智宏（清和大学短期
大学部）

小学校の朝活動における
描画(スケッチ)が創造性
育成に及ぼす効果につい
ての研究Ⅰ　

八桁 健（埼玉大学大学院）

ワークシートを活用した
美術教育鑑賞プログラム
について—言語活動と鑑
賞活動をつなぐワーク
シート開発—

渡邉美香（大阪教育大学）

自然素材を用いた絵具作
りと描画に関する研究

古川由子(佐賀大学大学院)
前村　 晃(佐賀大学)
田中嘉生(佐賀大学)
田中右紀(佐賀大学)
栗山裕至(佐賀大学)
小木曽　誠(佐賀大学)
石崎誠和(佐賀大学)

14:00-
14:27

⑫

幼児期の立体造形表現に
ついての一考察

三浦　乃（鹿児島大学大
学院）

小学生を対象とした文字
デザインの実習

山本政幸（岐阜大学）

美的経験に着目した鑑賞
授業の提案

田村乙海（滋賀大学大学
院）

自然素材における同化

清川梨穂（福岡教育大学
大学院）

14:30-
14:57

⑬

幼稚園・保育園との連携
プロジェクト実践

加藤可奈衛（大阪教育大
学）
井野よしこ（コイニア福
祉会旭丘まぶね保育園）

小学校の中庭をアート空
間へ 　弘前大学教育学部
附属小学校での試み

塚本悦雄（弘前大学）

学校教育における工芸の
鑑賞について

白木ゆう美（上越教育大
学大学院）

土から生成する制作と語
りの授業実践開発― 震災
と復興の間で ―

望月未希（東京学芸大学
大学院）
相澤彩乃（東京学芸大学
大学院）

15:10-
15:40 大学美術教育学会総会 100 号教室



■ポスター発表　　教育福祉科学部棟　100 号教室
10 月 21日（日）13:00 ～ 13:25　ポスターは終日展示します。

発表題目 発表者 所属
地域社会における子どもの造形活動－集団的な活動による子ども同士のつながり合い

に着目して－

武田信吾 常磐会学園大学

教員養成課程における「学習材」の提案 結城孝雄 東京家政大学
アートプロジェクトの実践 押元信幸

手嶋尚人

東京家政大学

東京家政大学
地域の自然と交わる子どもたちの造形活動 笹原浩仁 行橋市立今元小学校
土粘土を使ったプロジェクト型保育における幼児の「気付き」についての考察 淺野卓司 桜花学園大学
表現に於ける死生観、存在の在り方と「痛み」の共有について（仮題） 見藤素子 大分大学大学院
協同的な学び論の検討Ⅱ―学習指導要領「共同製作」の歴史的変遷から― 丁子かおる 福岡教育大学
初等教育における造形表現力育成のための実践的研究Ⅰ～「図画工作」、「図画工作

科指導法」の授業におけるポートフォリオ作成に見る成果と課題～

五十嵐史帆

松尾大介

安部　泰

伊藤将和

上越教育大学

上越教育大学

上越教育大学

上越教育大学
模写からの学び－岡山県立聾学校の子どもの絵を模写する行為から－ 上浦千津子 中国学園大学

■ポスター展示　　教育福祉科学部棟　100 号教室　　終日ポスター展示　　
発表題目 氏名 所属

AIE を通した連携から構成する造形ワークショップデザイン 渡辺一洋 育英短期大学
大学教養教育における ESD としての地域連携アートプロジェクト 2011 の実践報告 加藤　修 千葉大学
身体と精神における素材研究の二面性 伊東一誉 千葉大学大学院
教材開発から量産製品化へ『色相環の絵の具』ブランディングの実例 渡辺邦夫 横浜国立大学
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